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 私は去年、学校のクラブ活動で、ダンスクラブに入っていました。クラブの

みんなは人数が多すぎるため、三チームに分かれました。私のグループは六人。

その中にダウン症の男の子、Ａ君がいました。ダンスクラブは毎年、三学期に

なると、体育館でダンスを発表します。曲選びは、みんなで相談した結果、か

んたんなおどりの曲にしました。最初、Ａ君はなかなかコツをつかめないのか、

あまり出来ませんでした。そこで、ダンスの曲のＤＶＤを持っていきました。

すると、Ａ君は興味を持ったのか、楽しそうに笑顔でおどってくれました。例

えば桜の花が満開になった感じでした。その笑顔は忘れられません。私達、グ

ループのみんなも発表会の時はこんな笑顔でおどれたらいいなーと話していま

した。 

けれど、Ａ君はおどりたくない日もあります。その日はみんな、週に 1 回し

かないクラブを大切にしようと、Ａ君におどってもらえるよう、がんばりまし

た。Ａ君のお気にいりの道具を使ってダンスにさそったり、ダンスのＤＶＤを

流したり、その時はみんな必死でした。でも、Ａ君はこのようなこともしても

おどってくれる時とおどってくれない時があります。その時は、あきらめてＡ

君たんとうの先生にまかせます。 

練習は、Ａ君にダンスを分かりやすくおどってもらうため、私達なりの努力

をしました。練習は、教室で行うためかしてもらっている教室の黒板を使わせ

てもらい、いろんな色のチョークやダンスをやっている絵もいっしょに書きな

がら、練習しました。でもいっしょにおどる事が一番、大事なのでとなりでＡ

君とおどりました。他のダンスクラブの子は何人か、先週やったダンスを忘れ

ることがたびたびありましたが、Ａ君はきっちり忘れずに毎週毎週おどってく

れるので、そんけいしました。しかも、Ａ君のダンスはいつもニコニコでおど

ってくれるので、見ているこっちもニコニコになるようなダンスでした。 

本番まで 1 週間、となった時のこと、クラブで同じ班の子と給食を食べてい

た時、私がみんなに今度のダンス発表会で、Ａ君とおどる、と伝えたところ一

人の男の子がＡってあのしょうがいのある人？しょうがい者って、近くにいる

と怖いなと言いました。私はこの言葉に、はらが立ったので、声をあらげてし

まいました。私はこのような差別が、大きらいなので、その男の子にはちゃん



とＡ君のみ力を話しました。Ａ君は頑張り屋さんだよと。 

本番当日、ダンス発表会は大成功に終わりました。楽しかった！Ａ君もすご

くすてきだった。Ａ君は、その後学年がちがっても、ろうかですれちがった時

は、名前を呼んで、手をふってくれます。うれしいです。Ａ君は、小学校を卒

業したけれど、中学校でもすてきなＡ君の笑顔をふりまいてくれているはずで

す。 


